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である。国際衛生学会に関する著作において、W. F. Bynum はこれらの会議を、同
時期における国際博覧会になぞらえている。国際博覧会と同様、国際的な医学会議も
また、ナショナリズムとグローバリゼーションの間の緊張関係が作用した空間であ
り、関連づけが可能であると論じている。
　そこで、この発表では、1880年代から1910年頃にかけての時期に着目し、ハンセン
病に関する国際的な言説において「日本」がいかに表象され、その表象は誰によっ
て、どのような趣旨においてなされたかを議論する。この時期、日本の医師や、ドイ
ツ人医師であるエルヴィン・ベルツのような代理人が、国際的に展開しつつあるハン
セン病の病因や治療に関する討論に積極的な役割を果たすようになり、この流れは、
1897年と1907年に開催された国際癩病学会への日本の参加へと結実した。実際、新た
な国際的ハンセン病言説の枠組みにおいて、日本はハンセン病の高い発生率にもかか
わらず、アジアやアフリカ諸国と並べられることなく、西洋の「端」、とりわけハン
セン病研究の中心でありながら疾病管理に苦労していたノルウェーのようなスカンジ
ナビア半島の国々と同じ位置に置かれることになったのである。
